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＊すみれ組＊ 

 「やってもらうこと」から「自分でやり

たい」の気持ちが育ってきた、すみれ組。

「できなくても自分で！」の気持ちは大切

にしたいもの。 

見守り、さりげない援助が、子ども達の

心を育てました。 

＊たんぽぽ組＊ 

 防寒着を着たり、箸を使っての食事な

ど、生活の中で一人でできることも増え

てきました。その反面、自分の思い通り

にならないと、我を通そうとするなど、

心の葛藤も出てきました。 

 言葉を通して、丁寧に関わりたいと思

います。 

＊さくらんぼ組＊ 

一人ひとりの成長も大きいさくらん

ぼ組ですが、集団として行動ができるよ

うになりました。 

 年度当初は、まとまりがなかったもの

の、行事を通して「みんなで」の心が育

ちました。この土台を大切にして、もも

組へつなげていきたいと思います。 

＊もも組＊ 

 たくさんの経験をし、信頼関係を深

めてきた子ども達。泣いてる子に優し

く声をかけてあげ、泣いている子も大

好きな友達に励まされた事で、一歩踏

み出す力が沸いてきた瞬間を、何度か

目にしました。この、日々の関わり合

いが、生活発表会の合奏になり、全員

が一体になれたと感じています。 

＊うめ組＊ 

 小さい時からずっと一緒で、仲良し

のうめ組。お泊り保育、運動会、生活

発表会などたくさんの経験の中で、よ

り仲間意識が育ち、団結してまとまっ

てきました。 

“友達と一緒なら何でもできる！”自

信と勇気を身につけた子ども達。残り

わずかな保育園生活を存分に楽しんで

いきます。 

＊いちご組＊ 

歩行が完成するまでの姿を、存分に楽し

ませてくれるいちご組。はいはい、伝い歩

き、そして「どうだい、すごいだろう！」

と得意げに歩く子。自分の欲求を泣いた

り、体をそらせて「ぼくは」「私は」が出

てきました。 

子ども達の心に寄り添う、優しい保育で

包んであげたいと思います。 

～生活の中から～ ～友達との関わりの中で～ 


